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子ども・子育て支援対策調査特別委員会情報連絡 
令和３年１０月１４日 

件 名 夏休み期間及び臨時休校中の食の支援結果について 

所管部課名 総合事業調整担当部 総合事業調整担当課 

内 容 

小中学校の夏休み期間（７月２１日から８月３１日まで）及び臨時休校中

（９月１日から９月１１日まで）に食の支援が必要な子どもに対し、子ども

の健康維持を図る目的で、食の支援を実施したので報告する。 

１ あだちっ子フードプロジェクト 

（１）支援対象数 小学生９４名、中学生５５名 計１４９名

（２）宅配回数  夏休み期間及び臨時休校中の毎週月曜日（計７回） 

（３）配布食品 パン、バナナ、シリアル、野菜ジュース、インスタント味 

噌汁、レトルトカレー、カップ麺、魚肉ソーセージなど 

１回あたり３千円分、１人１箱（兄弟がいる場合も同様） 

（４）経費 約４２２万円（消費税、配達料、箱代含む） 

（５）配達時の子どもの状況確認

配達時の状況確認において、虐待の恐れや養育が十分になされていな

いなど疑念のあると報告のあった３世帯については、学校やスクール

ソーシャルワーカーに繋ぎ、子どもの養育確認等を行った。

（６）支援を受けた方の声

・ すぐに食べられるものやレトルト食品など様々な食品を支援いた

だき、助かった

・ 特にお米の支援は助かった

・ 配布食品の内容に変化がほしい

・ 配達時間が決められると助かる

２ 寄附でいただいた食品の配布 

区内企業等からご寄附いただいた食品を配布（予定を含む）した。 

企業名 寄附の内容 配布先 

生活協同組合パ

ルシステム東京

米 2,500㎏ あだちっ子フードプロ

ジェクト（745㎏）、 

子ども食堂、フードパン

トリー１５団体

（1,755㎏） 

農業協同組合 米 2,900㎏ 子ども食堂、フードパン

トリー１２団体
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企業名 寄附の内容 配布先 

一般社団法人食

品ロス・リボーン

センター

アルファ米 650個

缶入りパン 1,392個

他 

あだちっ子フードプロ

ジェクト 他 

株式会社 Antway 惣菜セット 

約 1,200食 

子ども食堂、フードパン

トリー１２団体

３ 居場所を兼ねた学習支援事業 

  家庭での学習が困難な主に中学生（１９１名）を対象に、区内４か所の居

場所を兼ねた学習支援施設で食事を提供した。 

  ・ 食事提供数  １,１２５食 

４ 子ども食堂 

  子どもを対象に、区内１４か所（食事の提供３か所、弁当配布１１か所） 

で、無料または低額で食事を提供した。 

子ども 

食事の提供 ２８３食 

弁当配布※ １,１７９食 

※ うち、住区センターでの弁当配布は２団体 ３０９食

５ フードパントリー 

  区内１７か所で、ひとり親家庭等の理由で十分食事をとることができない 

方に食品を無料で提供する支援活動が行われた。なお、２団体が夏休み期間 

中に拡大して開始した。 

・ 支援世帯数合計 ４７７世帯

６ 聖火リレー用ペットボトル飲料の配布 

  公道での聖火リレー中止に伴い、聖火リレーボランティア用に購入したペ 

ットボトル飲料（３千本）を、９月に配布した。 

配布先 配布数 

児童養護施設 ３００本 

自立援助ホーム １００本 

母子生活支援施設 １００本 

子ども食堂 ５００本 

フードパントリー ２,０００本 

問 題 点 

今後の方針 
今後も必要な支援を実施していく。 
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 子ども・子育て支援対策調査特別委員会情報連絡 
    令和３年１０月１４日 

件   名 あだち子どもの未来応援基金を活用した補助金の申請受付について 

所管部課名 あだち未来支援室 子どもの貧困対策・若年者支援課 

内   容 

 

あだち子どもの未来応援基金を活用して、子どもの健やかな成長を支援す

る団体及び食の支援を行う団体の事業実施に要する経費の一部を支援する補

助金の申請受付を行う。 

 

１ 対象 

（１）子ども食堂、学習支援、子どもの居場所などの子どもの健やかな成長を

支援する活動団体 

（２）フードパントリー（食品を無料で提供する活動）を行う活動団体 

 

２ 補助額 

（１）運営費補助【拡充】 

子ども食堂やフードパントリーへの利用者増に対応するため、運営費の 

補助上限額を引き上げ 

・ 上限２０万円から上限３０万円へ引き上げる 

・ 補助率４分の３（４年目以降は補助率２分の１） 

（２）冷蔵庫・冷凍庫の購入費補助【新規】 

子ども食堂やフードパントリーへの寄付者からの多様な食品の提供に 

対応するため、冷蔵庫・冷凍庫を購入の際は、運営費補助とは別枠で購 

入費用の一部を補助 

   ・ 上限１０万円 

（３）学校の長期休業期間中の食の支援【新規】 

長期休業期間（夏休み･冬休み･春休み）に食の提供を行う子ども食堂な 

どの開催回数増を促すための支援 

   ・ １回あたり１万円、上限５０万円（年間） 

   ・ １回あたりの参加人数が概ね１０人以上であること 

 

３ 申込期間 

  令和３年１０月１日から１０月２９日まで 

 

４ 審査会の開催 

  令和３年１２月 あだち子どもの未来応援基金審査会を開催し、申請事業 

の審議をする。 
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５ 補助金の支給 

  補助金の交付決定を受けた団体は事業終了後、実績報告を行う。 

補助金の額の確定を行い、令和４年５月頃支給する。 

問 題 点 

今後の方針 

コロナ禍において、厳しい状況に置かれているひとり親・生活困窮世帯の現

状を把握し、支援内容を見直した（９月２８日の総務委員会に報告）。 
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